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第 127 回日本小児科学会
学術集会 

（ハイブリッド開催）
日時：4 月 19 日（金）～21日（日）
開催方法：現地会場、オンデマンド
配信（5 月 7 日～31 日）
会場：ヒルトン福岡シーホーク、
Zepp Fukuoka（福岡市中央区）
テーマ：Bright futures to your birth!　
君の誕生に輝かしい未来を !
プログラム：会頭講演「先制根治療
法としての造血細胞移植」大賀正一

（九州大学大学院医学研究院成長発
達医学分野）／基調講演「これから
の小児科医の役割と学会の取り組
み」岡明（埼玉県立小児医療セン
ター病院長）／モーニング実践講座
1「変更が求められる医学用語、新
しい用語」荒川玲子（国立国際医療
研究センター、国立国際医療研究セ
ンター研究所メディカルゲノムセン
ター）／ 2「『助けて』が言えない
子どもたち─市販薬の乱用・依存を
例として」嶋根卓也（国立精神・神
経医療研究センター精神保健研究所
薬物依存研究部）／ 3「見逃しては
いけない自己炎症性疾患」井澤和司

（京都大学医学部附属病院小児科）
／ 4「小児科専攻医と女性医師への
効果的なメンタリング」庄司健介

（国立成育医療研究センター感染症
科）／ 5「小児の気道と呼吸管理」
水口壮一（九州大学大学院医学研究
院成長発達医学分野）／ 6「小児輸
液のトリセツ」加藤宏樹（国立成育
医療研究センター手術・集中治療部　
集中治療科）／ 7「早産児・低出生
体重児における心臓カテーテル治療
の進歩」金成海（静岡県立こども病
院循環器科）／ 8「熱性けいれん

（発作）、てんかん（けいれん）重積
状態、急性脳症の診療ガイドライン

─改訂のポイント」水口雅（心身障
害児総合医療療育センター小児科、
東京大学大学院医学系研究科発達医
科学）／ 9「小児 IgA 血管炎診療ガ
イドライン」清水正樹（東京医科歯
科大学小児科）／ 10「ワクチン忌
避への対応」神谷元（国立感染症研
究所）／ 11「研究をはじめからお
しまいまで“すべて”解説 ! ─目指
せ、フィジシャンサイエンティス
ト」古野憲司（福岡市立こども病院
総合診療科）／ 12「不明熱より奥
深い不明痛─小児四肢疼痛の鑑別診
断」伊藤秀一（横浜市立大学大学院
医学研究科発生成育小児医療学）／
特別企画 1「未来世代に受け継ぐ小
児科学」三井哲夫（山形大学小児
科）、小崎健次郎（慶應義塾大学医
学部臨床遺伝学センター）、宮坂道
夫（新潟大学大学院保健学研究科）、
永山悦子（毎日新聞論説委員）、笹
月桃子（早稲田大学人間科学学術院
／九州大学大学院医学研究院成長発
達医学分野）／ 2「川崎病の最前線
と MIS-C ─ポストコロナ時代」
Jane W. Newburger（Associate 
Chair for Academic Affairs, Depart-
ment of Cardiology, Boston Chil-
dren’s Hospital; Commonwealth 
Professor of Pediatrics, Harvard 
Medical School Boston Children’s 
Ho s p i t a l ,  Ha r v a r d  Med i c a l 
School）、伊藤秀一（横浜市立大学
大学院医学研究科発生成育小児医療
学）、三浦大（東京都立小児総合医
療センター循環器科）、濱田洋通

（千葉大学医学部附属病院小児科）、
松原大輔（自治医科大学小児科）／
3「こども家庭庁と小児保健・医療」
木庭愛（こども家庭庁成育局母子保
健課）、三平元（公益社団法人日本
小児科医会）、岡明（埼玉県立小児

医療センター病院長）、小枝達也（国
立成育医療研究センター小児内科系
専門診療部）／ 4「感染症とワクチ
ンの未来」Ofer Levy（Director, Pre-
cision Vaccines Program, Division 
of Infectious Diseases, Boston 
Children’s Hospital Professor, Har-
vard Medical School）、 名 西 悦 郎

（トロント小児病院感染症科、九州
大学大学院医学研究院成長発達医学
分野）、堀越裕歩（東京都立小児総
合医療センター 総合診療部感染症
科、免疫科）／ 5「思春期の『あの
子』をもっと健やかに」／永光信一
郎（福岡大学小児科）、阪下和美

（須田病院）、高橋幸子（埼玉医科大
学病院産婦人科、埼玉医科大学医療
人育成支援センター・地域医学推進
センター）、岡田俊（奈良県立医科
大学精神医学講座）、松下享（公益
社団法人日本小児科医会）／教育講
演／特別講演／招聘講演／国際シン
ポジウム／総合シンポジウム／分野
別シンポジウム／一般演題／ほか
参加登録期間：
［事前］～4 月 8 日（月）
［通常］4月8日（月）～5月31日（金）
参加費：
［事前］医師・一般 1 万 3000 円、
医師以外（看護師、薬剤師、メディ
カルスタッフ）5000 円
［通常］医師・一般 1 万 5000 円、
医師以外（看護師、薬剤師、メディ
カルスタッフ）6000 円、学生無料
運営事務局：日本コンベンション
サービス株式会社
〒 650-0046　神戸市中央区港島中
町 6-9-1　神戸国際交流会館 6 階
☎ 078-303-1101

127jps@convention.co.jp
URL https://site2.convention.co.jp/
127jp
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第 21 回日本口腔ケア学会
総会・学術大会
第 4 回国際口腔ケア学会
総会・学術大会

（ハイブリッド開催）
日時：4 月 27 日（土）～28 日（日）
開催方法：現地会場、オンデマンド
配信
会場：一橋大学一橋講堂（東京都千
代田区）
テーマ：地域にマッチした口腔ケア
の普及のために
プログラム：特別講演「地域におけ
るこれからの歯科医療提供体制に関
する一考察」一戸達也（東京歯科大
学学長）／教育講演「医療の質をど
う測るか」井伊雅子（一橋大学教
授）／特別講演「MA-TTM を用いた
未来型口腔ケアの社会実装」阪井丘
芳（大阪大学大学院歯学研究科顎口
腔機能治療学講座教授）／ほか
参加費：会員（医師・歯科医師・薬
剤 師 ）1 万 2000 円、 非 会 員（ 医
師・歯科医師・薬剤師）1 万 6000
円、会員（メディカルスタッフ）
7000 円、非会員（メディカルスタッ
フ）1 万 2000 円、会員（介護福祉
士・介護支援専門員）2000 円、非
会員（介護福祉士・介護支援専門
員）3000 円、会員（学生）1000
円、非会員（学生）2000 円、その
他（学校事務職）会員 2000 円、そ
の他（学校事務職）非会員 3000 円
申込方法：下記 URL から
URL ht tps ://www. jsoc2024. jp/ 
participate/
運営事務局：株式会社プランドゥ・
ジャパン内
〒 105-0012　東京都港区芝大門
2-3-6　大門アーバニスト 401
☎ 03-5470-4401

jsoc2024@nta.co.jp
URL https://www.jsoc2024.jp/

第 97 回日本産業衛生学会
（ハイブリッド開催）
日時：5 月 22 日（水）～25 日（土）
会場：広島国際会議場・中国新聞ビ
ル（広島県広島市）
テーマ：変革期における産業保健の
アイデンティティ─サイエンスに基
づく組織と労働者の両立支援
プログラム：特別講演「産業医・産
業保健と『生きた法』─政策と事件
から得られる実務への示唆」三柴丈
典（近畿大学法学部）／基調講演

「精神障害と労災補償─新基準の要
点と産業保健職の関わりに関する考
察」廣尚典（厚生労働省労働保険審
査会）／教育講演 1「高年齢労働者
の転倒災害について考える─転倒災
害の現状と対策・データから紐解く
新たな要因」厚生労働省広島労働局
健康安全課、柴田圭（労働安全衛生
総合研究所）／ 2「Occupational 
Health Practice in Taiwan Semi-
conductor Manufacturing Company

（TSMC）」葉洵惠（Wellness Man-
agement Department, HR, Taiwan 
Semiconductor Manufacturing 
Company. Ltd.）／ 3「許容濃度の
設定と提案理由の概説」野見山哲生

（信州大学医学部衛生学公衆衛生学）
／ 4「オーラルマネジメント CRE-
ATE によるがん治療の合併症予防」
岸本裕充（兵庫医科大学歯科口腔外
科学講座）／ 5「視覚障害者の就労
支援から考える、多様な労働者への
配慮と持続可能な労働のあり方」三
宅琢（株式会社 Studio Gift Hands）
／ 6「ウェルビーイング経営とは何
か ? ─産業医と取締役、両方の立
場から」小島玲子（株式会社丸井グ
ループ）／ 7「産業保健職（実地専
門家）の研究活動入門　みんなが
困っている倫理的手続きの対応法を
分かりやすく解説 !」各務竹康（福
島県立医科大学医学部衛生学・予防

医学講座）／ 8「健康日本 21（第
3 次）推進へ向けて─産業保健に期
待されること」津下一代（女子栄養
大学）／ 9「高年齢労働者の転倒災
害について考える─転倒災害のリス
ク評価と予防介入」大須賀洋祐（国
立研究開発法人国立長寿医療研究セ
ンター研究所フレイル研究部）／
10「災害産業保健の UP TO DATE」
立石清一郎（産業医科大学産業生態
科学研究所災害産業保健センター）
／ 11「職場における頚部障害に伴
う『うつ病』の予防と治療につい
て」宇土博（友和クリニック）／次
年度企画運営委員長講演「慢性閉塞
性肺疾患（COPD）の予防と働く世
代の禁煙」黒澤一（東北大学環境・
安全推進センター）／メインシンポ
ジウム／シンポジウム／ほか
参加費：会員 1 万 2000 円、非会
員 1 万 5000 円、大学院生（社会
人大学院生除く）9000 円、学部学
生は無料
運営事務局：株式会社 JTB コミュ
ニケーションデザイン事業共創部　
コンベンション第二事業局
〒 541-0056　大阪市中央区久太
郎町 2-1-25　JTB ビル 8 階
☎ 06-4964-8869

sanei97@jtbcom.co.jp
URL https://convention.jtbcom.co.jp/
sanei97/

掲載情報は 2月 25日現在のもの

です。最新の情報は主催者にお問

い合わせください。

・・・
本欄へ掲載を希望する学会・研究

会・講演会などのお知らせがあり

ましたら、本編集室までお送りく

ださい。

hokenshi@igaku-shoin.co.jp
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